
 103

4．参考（概要図） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

エイズ対策研究 
Ⅱ、我が国におけるHIV感染の動向

Ⅲ、HIV・エイズ対策の今後の方向性

Ⅰ、これまでの研究の切り口 

※ HIV訴訟の和解を踏まえ、恒久対策の一環 
 としても、エイズ研究を推進する必要性がある。

疫疫学学研研究究                  臨臨床床研研究究  
  
  

  
基基礎礎研研究究              社社会会医医学学的的研研究究  

  平成18年4月 「エイズ予防指針」改正 

 ○ 疾病概念の変化  “不治の特別な病“ から ”コントロール可能な一般的な病気” 
 ○ 国と地方自治体の役割分担の明確化 
 ○ 施策の重点化・計画化 （普及啓発、検査体制の充実、医療提供体制の再構築） 

！！エイズ予防指針改正後5年間の方向性！！
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・患者数の増加 
・男性同性間性的接触 
・若年者が約70％ 
・40代の増加 


